
前 期 日 程

令 和 � 年 度 入 学 試 験 問 題

総 合 問 題（日 本 語 支 援）

注 意 事 項

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

２．解答はすべて別紙解答用紙に記入しなさい。

３．解答用紙は�枚です。

４．解答方法が論述方式の場合は，�マス目から書き始め，�文字空けた

り，改行したりせずに横書きで書き進めなさい。

５．各解答用紙には，受験番号を記入する欄がそれぞれ�箇所あります。

すべて記入しなさい。

６．試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

◇Ｍ８（４８８―１５７）



Ⅰ 以下の文章を読み，後の問いに答えよ。

― １ ― ◇Ｍ８（４８８―１５８）

この個所は著作権の関係で表示できません。
掲載の許諾が得られましたら、表示いたします。



― ２ ― ◇Ｍ８（４８８―１５９）

この個所は著作権の関係で表示できません。
掲載の許諾が得られましたら、表示いたします。



（出典：ブレイディみかこ著『他者の靴を履く アナーキック・エンパシーのすす

め』文藝春秋，２０２１年，１３―１７頁に基づき，一部改変）

問 １ 前後の文脈から考えて，（ Ａ ）にはどのような語が入るか。文意が通るよ

うに（ Ａ ）に適切な語を書け。

問 ２ （  ）～（  ）には，「ａ）エンパシー」「ｂ）シンパシー」のいずれかが

入る。それぞれに適切なものを選べ。

― ３ ― ◇Ｍ８（４８８―１６０）

この個所は著作権の関係で表示できません。
掲載の許諾が得られましたら、表示いたします。



問 ３ 下線部�「テロや EU離脱や広がる格差で人々の分断が進んでいるいま，エ

ンパシーがとても大切です。世界に必要なのはエンパシーなのです」につい

て，なぜエンパシーが必要と考えられるのか，最も適切なものを一つ選べ。

ａ）人々の分断によって被害をうけたり損害を被ったりするかわいそうな人た

ちがたくさん生まれているから。

ｂ）共に生きていくためには，自分とは全く考えや立場が違う人たちの言動の

理解に努める必要があるから。

ｃ）エンパシーを持つことで人々が考えを一つにし，世界中で起きている分断

を止めることができるから。

ｄ）世界中の人々がエンパシーを持って，テロ，EU離脱，広がる格差を主導

する人たちに反対する必要があるから。

問 ４ （ Ｂ ）にあてはまらないものを一つ選べ。

ａ）同 情 ｂ）思いやり ｃ）支 持 ｄ）思いこみ

問 ５ （ Ｃ ）に最も適切な文は以下のどれか。一つ選べ。

ａ）「身につける能力」というより，「内側から湧いてくるもの」のように聞こえ

るのだ。

ｂ）「内側から湧いてくるもの」というより，「身につける能力」のように聞こえ

るのだ。

ｃ）「身につける能力」でもあり，「内側から湧いてくるもの」でもあるように聞

こえるのだ。

ｄ）「身につける能力」でも，「内側から湧いてくるもの」でもないように聞こえ

るのだ。

問 ６ 波線部「自分で誰かの靴を履いてみること」とはどのような意味か。本文の中

から３０字以内で抜き出せ。

こと

― ４ ― ◇Ｍ８（４８８―１６１）



問 ７ 本文の内容に即した記述として最も不適当なものを一つ選べ。

ａ）エンパシーは身につけることができるものである。

ｂ）シンパシーとエンパシーの日本語の定訳がいずれも「共感」であることで，

日本語ではこの二つの言葉の本質的な違いが理解しにくくなっている。

ｃ）シンパシーは人々の分断につながる危険性があるため，現代社会において

は重視されない傾向にある。

ｄ）英国ではエンパシーとシンパシーの違いは学校で教わるが，日本ではそも

そもエンパシーという言葉になじみがない。

― ５ ― ◇Ｍ８（４８８―１６２）



Ⅱ 次の英文を読んで，後の問いに答えよ。

― ６ ― ◇Ｍ８（４８８―１６３）

この個所は著作権の関係で表示できません。



（“Bilinguals’ Superior Social Skills,” The New York Times, March１３,２０１６に基

づく）

注

１） more than one language 二つ以上の言語

２） cognitive 認知の，認知に関する

３） exposure 触れること，影響されること

４） follow-up study 追跡研究，追加の研究

５） be exposed to ～に触れる

― ７ ― ◇Ｍ８（４８８―１６４）

この個所は著作権の関係で表示できません。



問 １ 下線部 three groups of children aged four to six years oldとあるが，幼

児はどのような特徴によって�グループに分けられたか，それぞれの違いがわ

かるように，日本語で簡潔に述べよ。

問 ２ 下線部 he or sheは何を指すか。本文中より英語で抜き出せ。

問 ３ 下線部 perspectivesとほぼ同じ意味で使われている英単語を，本文中か

らそのまま抜き出せ。

問 ４ 下線部 this experimentについて，次の英文の指示に従え。

The sentence below explains “this experiment.” Write one word for each

blank space.

The child should move the（ ）of the two cars that the adult

could see,（ ）than the（ ）of the three cars that the child

could see.

問 ５ 下線部 babies from monolingual environments reached equally often for

either bananaとはどういう意味か。次の空所に適切な語句を補って説明文を

完成させよ。

（ ）にある赤ちゃん達は（ ）のバナナにも同じ（ ）で手を伸ば

した。

問 ６ 下線部 apparentlyと最も近い意味の単語を次の～のうちから一つ選

び，その番号を記入せよ。

 certainly  clearly  definitely

 obviously  seemingly

問 ７ 下線部を日本語に訳せ。

問 ８ カッコ（ � ）に入れるのに適切な英単語�語を答えよ。

― ８ ― ◇Ｍ８（４８８―１６５）
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Ⅲ 以下の文章を読み，後の問いに答えよ。

電車の窓越しに見た桜の花が，うっすらとした青い空を背に鮮やかで，ふと鞄か

らスマートフォンを取り出して，「桜がすっかりきれいに咲いているよ」と恋人へ

メッセージを送る。少しして恋人から，「こちらもいま桜を眺めていたところだ

よ。お花見でもしたい日和だね」と返事が来る。私たちは互いに何かを伝えあい，

コミュニケーションをする。

人間の社会でもっともありふれたものを挙げるとするならば，ひとつの有力な候

補はコミュニケーションではないだろうか。通り道で見かけた素敵なものについて

恋人に報告をするとき，カフェでコーヒーを注文するとき，子供に何かを教えると

き，私たちはコミュニケーションをしている。

（中略）

コミュニケーションというもの，とりわけ人間特有の形でのコミュニケーション

を，話し手が何かを意味し，聞き手がそれを理解することで成立する営みと捉える

ことにしよう。「意味する」というのは日本語としては馴染みがないかもしれない

が，英語の動詞「mean」に対応するものと考えることにする。また本書では，何か

を意味したり意味されたことを理解したりすることを行為の一種として捉えること

にする。つまり，コミュニケーションは意味するという行為と理解するという行為

から構成される営みと見られることになる。これが広く「コミュニケーション」と呼

ばれるもの全般を包括するような十分な記述だと主張するつもりはないが，しかし

人間のコミュニケーションというものを直観的に捉えるための手がかりとしてはひ

とまず満足のいくものだろう。冒頭の例においては，私は話し手として「桜がすっ

かりきれいに咲いているよ」と言い，それによって何かを，例えば恋人にも桜をぜ

ひ見てほしいと自分が思っているというようなことを意味し，恋人はそれを理解

し，次に話し手と聞き手を入れ替えて同じようなことを繰り返し，私たちはコミュ

ニケーションをしている。仮に「コミュニケーション」という言葉を人間以外の動物

にも当てはめられるように広く解するならば，「�」の字に躍るミツバチや道標とな

るフェロモンを残すアリもまた仲間との「コミュニケーション」を取っていると言え

はするだろう。しかし人間以外の動物にも見られるこうした振る舞いは，私が恋人

― ９ ― ◇Ｍ８（４８８―１６６）



に「桜がすっかりきれいに咲いているよ」と語りかけたときのコミュニケーションと

は重要な点で異なっている。ミツバチやアリはおそらく自身のそうした振る舞いを

意識的に制御できるわけではなく，それゆえ何かを意味するためにそれらを意図的

におこなっているわけではない。また仲間のミツバチたちやアリたちもそれらを理

解したうえで次の行動を決めているわけではなく，ただ機械的に反応しているにす

ぎない。しかし「桜がすっかりきれいに咲いているよ」と語りかける私は，それに

よって何かを意味するためにそのようなことを言っているのであり，また恋人が単

にスマートフォンの画面を通じて与えられる視覚情報に反射的に反応するのではな

く，私の意味したことを理解し，そうした理解をもとにしてさらなる発言や振る舞

いをすることを私は期待している。私は何かを意味し，うまくいけば恋人はそれを

理解し，そうして
�
人間的なコミュニケーションが成り立つのである。

（中略）

何かを意味するという行為に対し，これまでの論者は話し手の心理，とりわけ話

し手の意図という観点からアプローチしてきた。これに対して私が提案する立場で

は，話し手個人の心理ではなく，むしろ話し手と聞き手が作り上げる共同体という

ものに目を向ける。すなわち本書で目指すのは，何かを意味するという行為を捉え

るうえでの立脚点を，話し手個人の心理から
�
話し手と聞き手による社会的な営みへ

と転換することである。しかしそうした議論に入る前に，まずは誰かが何かを意味

するというありふれた行為が，実は不可思議ですぐには理解しがたい，それゆえ哲

学的な思考を誘うものであるということを，具体例を挙げながら語っていこう。

ひとつの不可思議さは，あるひとが何かを言って何かを意味するとき，そのひと

は
�
単に音を発する以上の何かをしているということである。次のような場面を考え

てみてほしい。子供が玄関で靴を履いている。どこかに出かけようとしているのだ

ろう。それに気づいた親が「雨が降っているよ」と声をかける。子供はドアノブをつ

かもうとしていた手を止め，「わかった。ありがとう」などと言いながら，傘立てか

ら傘を取り，改めてドアを開ける。ありふれた日常の一場面である。だがその実，

このエピソードは
�
ある不可解な出来事を描き出しているのだ。親が発したのは一見

すると「アメガフッテイルヨ」という音声でしかない。だがこの音声そのものが持つ

音響的側面をどのように分析したところで，この音声と傘を取るという子供の行動

― １０ ― ◇Ｍ８（４８８―１６７）



とを結びつけるものは見出せないだろう。そこには何か単なる音響的性質以上のも

のがある。子供はその何かを容易に理解し，そしてそれに対して応答している。ひ

とが音声を発することで何かを意味し，相手がそれを理解するとき，ただ音を出

し，相手がそれを聴覚的に受け取るという以上の交流が生じているのだ。もちろ

ん，声以外の方法による場合も同様だ。（  ）で何かを言うときなどにも，明ら

かに手の物理的な運動以上の何かが生じている。だがその何かとは結局のところ何

なのだろうか？ こうしたことこそが何かを意味するという行為に含まれるもっと

も根本的な謎だ。ひとが何かを意味するとき，いったい何が起きているというのだ

ろうか？

親の発したのはもちろんただの音ではない，それは日本語の表現なのだ，だから

単なる音響的性質以上の何かが生じているのであり，それ以上の不思議などない，

そう考えるひともいるかもしれない。だが，言語の意味というものがそもそも謎に

満ちているということを脇に置いたとしても，こうした考え方では，何かを意味す

るという行為の実態は捉えきれない。確かに先の例において親が子供に発した音

は，単なる音ではなく，日本語の文の発話となっている。だが，親が何かを意味し

たことになるのは，親の発したのが日本語の表現であるからでは（少なくともそれ

だけでは）ないのである。

そのことはふたつの方向から示すことができる。第一に，親の発した「雨が降っ

ているよ」という日本語表現は確かに意味のある文であるが，しかしこの文が持つ

意味によってだけではこれを受けて子供が理解した事柄を捉えきることはできな

い。実際，この日本語文そのものは（  ）ということを表現しているにすぎな

い。しかし親が出かけようとしている子供に声をかけたとき，ただそれだけのこと

が伝えられ，子供に受け取られたわけではない。親は子供が傘を忘れないように気

を配ったのであり，また親の発話を受け取った子供はそのことを理解し，傘を手に

取ったのである。だが「雨が降っているよ」という日本語文そのものには「傘」などと

いう言葉は出てこず，それゆえこの文自体が傘に関する意味を日本語として担って

いるわけではない。発話された日本語の文が持つ意味を挙げただけでは，この例で

起きている不可解な出来事は説明できないのである。親が意味したのは，用いられ

た日本語文の意味そのものとは別のことなのだ。

― １１ ― ◇Ｍ８（４８８―１６８）



第二に，実は日本語表現を用いることなく同様の例をつくることができる。出か

けようとする子供のそばへと親が歩み寄り，無言で手を振って子供の注意を惹きつ

け，そのうえで窓の外を指差したとしよう。その指の先には，雨が降りしきる光景

が広がっている。この場合でも子供はやはり「わかった。ありがとう」などと言いな

がら傘を手に取るだろう。親はもはや日本語文を発話してさえいないが，それでも

なお起きている現象に本質的な違いはない。だとすれば，この現象は，用いられた

日本語文というものを持ち出すことなく説明され得るようなものであるはずなの

だ。

要するに，親子のコミュニケーションの例では，言葉が持つ意味とは次元を異に

する，別の種類の意味というものが関与しているのである。この例において，親は

「雨が降っているよ」と言うことによって，（  ）ということを意味した。そして

子供はそれを理解して，その助言に従った。ただしここでの「意味した」は，親が用

いた日本語がそうした意味を持っているというのとは異なる意味での「意味した」な

のである。冒頭で定めた意味合いにおける人間的なコミュニケーションは，こうし

た独特な意味の概念が関与するものとして捉えられなければならない。

（出典：三木那由他『話し手の意味の心理性と公共性 コミュニケーションの哲学

へ』勁草書房，２０１９年，�―�頁に基づき，一部改変）

― １２ ― ◇Ｍ８（４８８―１６９）



問 １ 下線部�「人間的なコミュニケーション」とあるが，人間的ではないコミュニ

ケーションについて説明せよ。

問 ２ 下線部�「話し手と聞き手による社会的な営み」と同じ内容を表す表現を本文

中から３５字以内で抜き出せ。

問 ３ 下線部�「単に音を発する以上の何かをしている」とあるが，本文冒頭の波線

部「桜がすっかりきれいに咲いているよ」において，「単に音を発する以上の何

かをしている」とはどういうことか本文に即して説明せよ。

問 ４ 下線部�「ある不可解な出来事」とは何か説明せよ。

問 ５ 空欄に入ることばを漢字二字で答えよ。

問 ６ 空欄に入る表現を書け。

問 ７ 空欄に入る表現を書け。

― １３ ― ◇Ｍ８（４８８―１７０）


